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この曲
弾けるように
なったよ！
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おすすめコンサート

白くまコラム
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楽
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ば
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今月のPick Upレッスン

今月は、小学５年生の生徒さんのお話。宿題にしていた曲
が終わり、次の曲を宿題に出し、全体的な流れを一緒に確
認していた時のことです。その生徒さんが、とあるフレー
ズを指しながら、ふと、
「きっとこの部分が一番間違えちゃいけないところだと思
う。」
と言ってくれました。「なぜそう思うの？」と私が聞くと、
「他の部分は“p(ピアノ)”だけど、ここだけは“f(フォル
テ)”って書いてあるから。」と。
その気づきを聞いて、とても感心しました。
もちろん、曲によっても多少異なりますが、「強弱記号」
には作曲家の意図が詰まっています。そして、確かに作曲
家が一番伝えたいところには、“f”が書いてあることも多い
のです。

小学５年生ともなると、音をただ弾くだけで
なく、色々なことを考え弾けるようになるん
だなと、とても感心したレッスンでした。

新保りゅうしくん

『げんこつやまのたぬきさん』
『アルプスいちまんじゃく』
『ふしぎなポケット』

よく頑張りました！おめでとう♪

引っこし好きの
ベートーヴェン
前回に続きベートーヴェンに
関するエピソードをご紹介。

ベートーヴェンは、22歳を目
前に、生まれ育ったドイツの
ボンからオーストリアのウィー
ンに移り住んで以来56歳で亡く
なるまでの間、引っ越しを繰り返
しました。その数なんと「79回」
平均すると一年に2度の引っ越しをして
いたことになります。理由は、創作活動
のために環境を変えていたのだとか。

ただ、一説にはベートーヴェンがご近所トラブルを起こして引っ越
したという話も残っています。真相ははっきりとはわかりませんが、
ベートーヴェンが無作法で気難しい性格だったと伝えられているこ
とからも、あながち嘘ということもなさそうです。
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いつもお姉ちゃんのレッスンの付き添いに来てくれる
４歳の弟さん。レッスン中はお菓子を食べながら待っ
ていてくれているのですが、この日はお母さんから
「レッスンが終わるまで、静かに待てたら食べよう
ね」と。
レッスン中、弟さんはちゃんと約束を守りとても静か
に待ってくれていました。そして、お姉ちゃんのレッ
スンが終わると、「食べていい？」と嬉しそう♪

とても可愛らしくてなんだかほっこり
とした心あたたまる出来事でした。

ハートーンな出来事

約束

作曲家の想い
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